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 入札書の提出期限、場所及び提出方法
 提出期限：令和５年９月28日（木）午前
11時00分まで。（ただし、郵送による入札に
ついては、期限までに上記４へ必着させ
ること。）
 提出場所：上記４に同じ。
 提出方法：電子入札システムにより提出
すること。ただし、契約責任者に紙入札の
届出を行った場合は、紙により持参又は郵
送すること。

 開札の日時及び場所
 開札日時：令和５年９月29日（金）午後
３時30分
 開札場所：上記４の１階入札室

５ その他
 契約の手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
イ）入札保証金 免除
ロ）契約保証金 納付
ただし、金融機関等の保証をもって契約
保証金の納付に代えることができる。また、
公共工事履行保証証券による保証を付し又
は履行保証保険契約の締結を行った場合
は、契約保証金の納付を免除する。

 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者のした入札、申請書等に虚偽の記載
をした者のした入札及び入札に関する条件に
違反した入札は無効とする。
 低入札価格調査 上記３ただし書きの目
的を達するため、本工事においては審査対象
基準価格を設定し、評価値が最高である者の
入札価格がこれを下回る場合は、入札手続を
保留し、当該入札者を対象として低入札価格
調査を行う。
 契約締結後の技術提案 契約締結後、受注
者は、設計図書に定める工事目的物の機能、
性能等を低下させることなく請負代金額の低
減を可能とする施工方法等に係る設計図書の
変更について、発注者に提案することができ
る。提案が適正であると認められた場合には、
設計図書を変更し、必要があると認められる
場合には請負代金額の変更を行うものとす
る。詳細は特記仕様書等による。

 入札時に単価表の提出のない者の行った入
札は無効とする。提出された単価表を審査し
た結果、真摯な見積りを行っていないと認め
られたときは、その者の行った入札を無効と
する場合がある。
 入札者の故意又は重大な過失により入札書
が無効となった場合は、当該入札者に対し、
入札参加資格停止の措置を講じることがあ
る。
 配置予定技術者の確認 落札者決定後、コ
リンズ等により配置予定の主任技術者又は監
理技術者の専任制違反の事実が確認された場
合は、契約を結ばないことがある。なお、病
気、死亡、退職等の極めて特別な場合でやむ
を得ないものとして承認された場合の外は、
確認資料の記載内容の変更は認められない。
 本工事は、競争参加資格として配置予定技
術者の配置基準を設けず、契約締結後に配置
要件を確認する工事である。なお、契約締結
後に確認する配置要件は以下のとおりとす
る。
 現場代理人は常駐で配置できること。主
任技術者又は監理技術者は建設業法に基づ
く配置ができること。なお、本工事は余裕
期間を設定することができる工事であり、
余裕期間内は、現場代理人、主任技術者又
は監理技術者の配置を要しない。
 主任技術者又は監理技術者が、入札説明
書に示す資格を有する者であること。
 現場代理人、主任技術者又は監理技術者
が、平成20年度以降に元請として完成・引
渡しが完了した下記の同種工事の経験を有
する者であること。ただし、施工実績の取
扱いは２に同じ。
同種工事
クレーンベント架設工法により架設した
鋼橋の連続鈑桁橋又は連続箱桁橋の工事
 主任技術者又は監理技術者を配置する場
合にあっては、入札参加希望者と直接的か
つ恒常的な雇用関係にあること。なお、恒
常的雇用関係とは、申請書提出以前に３ヶ
月以上の雇用関係にあることをいう。
 監理技術者にあっては、監理技術者資格
者証及び監理技術者講習修了証を有する者
であること。

 詳細設計において、次に掲げる基準を満
たす管理技術者及び照査技術者を当該業務
に配置できること。
１）技術士［総合技術監理部門（建設－鋼
構造及びコンクリート）］の資格を有し、
技術士法による登録を行っている者。
２）技術士［建設部門（鋼構造及びコンク
リート）］の資格を有し、技術士法による
登録を行っている者またはこれと同等の
能力と経験を有する技術者。
３）ＲＣＣＭ（鋼構造及びコンクリート部
門）の資格を有し、ＲＣＣＭ資格制度に
よる登録を行っている者。
４）土木学会認定土木技術者（特別上級土
木技術者［鋼・コンクリート､設計］、上
級土木技術者［鋼・コンクリート､設計、
橋梁］又は１級土木技術者［鋼・コンク
リート､設計、橋梁］）
５）国土交通省登録技術者資格（鋼・コン
クリートに関する資格）
なお、外国資格を有する技術者（わが
国及びＷＴＯ政府調達協定国その他建設
市場が開放的であると認められる国等の
業者に所属する技術者に限る。）について
は、あらかじめ技術士相当又はＲＣＣＭ
相当との国土交通大臣認定（総合政策局
建設振興課）を受けている必要がある。

 手続における交渉の有無 無
 契約書作成の要否 要
 当該工事に直接関連する他の工事の請負契
約を、当該工事の請負契約の相手方と随意契
約により締結する予定の有無 無
 関連情報を入手するための照会窓口は、上
記４に同じ。
 一般競争参加資格の認定を受けていない者
の参加 上記２に掲げる一般競争参加資格
の認定を受けていない者も上記４により申
請書等を提出することができるが、競争に参
加するためには、開札時において当該資格の
認定を受け、かつ、競争参加資格の確認を受
けていなければならない。
 紙入札方式による参加を希望する場合の手
続 紙入札方式による参加を希望する者は、
上記４の期限までに、申請書等とともに
紙入札方式参加（変更）届出書（電子入札留
意事項様式１）を、上記４に示す場所に持
参又は郵送により提出しなければならない。
 詳細は入札説明書による。

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和５年７月 19 日
契約責任者
西日本高速道路株式会社 九州支社

支社長 加治 英希
◎調達機関番号 419 ◎所在地番号 40
〇第 16 号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 令和５年度 九州自動車道 肥後
トンネル他２箇所照明設備更新工事（不落札
協議対象）

６ Summary

 Official in charge of the contract of the

procuring entity : Katsumasa Fukawa Di‑

rector General of Shikoku Branch, West

Nippon Expressway Company Limited

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion work of the Tokushima Expressway

Shimmachidanikawa Bridge and other

three bridges

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification by electronic bidding system :

4 : 00 P.M. 9 August 2023 (if brought with

you, 4 : 00 P.M. 9 August 2023. if by mail,

4 : 00 P.M. 9 August 2023)

 Time‑limit for the submission of tenders

by electronic bidding system : 11 : 00 A.M.

28 September 2023 (if brought with you,

11 : 00 A.M. 28 September 2023. If by mail,

11 : 00 A.M. 28 September 2023)

 The language used for application and

inquiry shall be Japanese．
 Contact point for tender documentation :

Hiroaki Matsugi Assistant Manager, Ac‑

counting Division, General Affairs and

Planning Department, Shikoku Branch,

West Nippon Expressway Company Limit‑

ed 413, Asahi‑machi, Takamatsu City,
Kagawa Prefecture 7600065 Japan

Tel. 0878251886
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